
共同住宅（耐火建築物仕様）
佐賀県唐津市肥前町湯野浦 227-59
構造種別：木造　　構造形式：CLTパネル工法　（ユニット工法）
3
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１階 240
２階 234
３階 234

壁、天井

加工前製品量 : 115.7727 ㎥
建築物使用量 : 104.7456 ㎥

寸法 120 mm厚
ラミナ構成 5層5プライ
強度区分 JAS 強度等級：S60-5-5　A 種構成
樹種 スギ
寸法 -
ラミナ構成 -
強度区分 -
樹種 -
寸法 60mm厚
ラミナ構成 3層3プライ
強度区分 JAS 強度等級：Mx60-3-3　A 種構成
樹種 スギ

蝶蟻、梁：欧州赤松集成材、床下地：構造用合板、壁下地

130.96 m3
（つなぎ梁、柱 37.9651 m3、床・天井下地材 28.6548 m3、
床合板 46.9930 m3、壁下地材 17.36 m3）

屋根 シート防水
外壁 木軸の上、窯業系サイディング仕上

開口部 アルミサッシ（木造用）＋二層複層ガラス（Low-E、中空層幅 5 mm）

界壁 木軸の上、強化 Pb t25+21

間仕切り壁 木軸の上、Pb t12.5クロス貼

床 強化 Pb t21×2、合板 t12の上フローリング貼 t12

天井 強化 Pb t25+21、木組の上 Pbt9.5クロス貼

ルート3
架台とCLT：鋼板挿入ドリフトピン接合、CLT相互：蝶蟻接合　Cell相互：ボルト接合
ユニット長辺 5.85 m、ユニット間離隔 3.65 m
CLT厚 t120mm 5層5プライでの接合部の構造性能把握のため、ドリフトピン接合部の要素試験及び鉄骨
接合部材を用いた曲げ試験等を実施、その結果を用いて３次元フレーム解析を行った。
複雑な計算となりがちなルート3において、ユニット１個あたりの構造性能の足し合わせによる簡易な
設計方法の成立性を確認。

その他（都市計画区域外）

一時間準耐火建築物（木造3階建て共同住宅※避難等一定条件あり）
耐火建築物（条例・ホテル等他用途への展開に配慮）

被覆荷重の増加などにより、ユニットの高耐力化が求められる。
ユニット間、およびユニットとその他の部分との防火被覆の取り合い部等において、建築物内部に炎の
侵入を有効に防止する構造を設置する必要があるため、現場作業が増加する。工期短縮化とのバランス
も鑑み、今後の課題として引き続き検討要。
CLTを用いた工法による、耐火（準耐火・防火）の大臣認定が少なく、告示頼りの状況にある。業界を
含めた大臣認定品の開発が進み、より手軽にCLTを使用できる社会になることを期待する。

省エネ適判対象（住宅部分及び非住宅部分の床面積が300㎡以上）

外断熱工法により対応、外皮計算及び一次エネルギー計算については未実施

屋根（又は天井） ポリスチレンフォーム　・　100 mm

外壁 発泡ウレタン　・　30 mm

床 硬質ウレタンフォーム　・　50 mm

上下間の遮音対策として遮音シートｔ12を実施するも、重量音にて30ｄＢ程度の騒音が発現。剛性を高
める、新たな遮音性能のある材料を実施など遮音性能の向上に課題あり。

基礎の精度とユニット製作精度の相違に対して、親子フィラーを架台に設置することで、組立精度誤差
を含めて、吸収する。

各ユニットの製作精度の違い　　接合部金物にガイドピンを設置

嵩上げ材の実施により配管、配線クリアランスを確保。

液体ガラス塗装など各種仕上げ材を供試・検証中

2023年3月～10月：個別または一般評定取得、及び建築確認許可（概略計画予定）
2023年11月～2024年2月：建設工事（概略計画予定）

ＣＬＴ躯体施工期間 予定工期：2023年11月初旬（約 2 週間）（※短工期実証の予定）
2024年3月（概略予定）
SAI GROUP HOLDINGS 株式会社
株式会社 Cadisと風建築工房（※３層アパート検討／SAI Design Architect（株））
株式会社 日本システム設計
未定

銘建工業 株式会社

銘建工業(株)製：おおとよ製材(株)、（株）くまもと製材

事業名 『CLT CELL UNIT』によるCLT建築の普及拡大事業
実施者（担当者） SAI GROUP HOLDINGS 株式会社

建
築
物
の
概
要

用途
建設地
構造・工法
階数
高さ（ｍ）
軒高（ｍ）
敷地面積（㎡）
建築面積（㎡）
延べ面積（㎡）

階別面積

天井パネル(施工用)

仕
上

主な外部仕上

主な内部仕上

構
造

構造計算ルート
接合方法
最大スパン

問題点・課題とその解決策

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
仕
様

ＣＬＴ採用部位

ＣＬＴ使用量（㎥）

壁パネル

床パネル

主な使用部位（CLT以外の構造材）

木材使用量（㎥）※構造材、羽柄材、下地材、仕上材等
とし、CLT以外とする

防
耐
火

防火上の地域区分

耐火建築物等の要件
本建築物の防耐火仕様

問題点・課題とその解決策

温熱環境確保に関する課題と解決策

工
程

設計期間
施工期間

竣工（予定）年月日

施
工

遮音性確保に関する課題と解決策

劣化対策

給排水・電気配線設置上の工夫

主な断熱仕様（断熱材
の種類・厚さ）

建て方における課題と解決策

木
材

体
制

発注者
設計者（複数の場合はそれぞれ役割を記載）
構造設計者
施工者

ＣＬＴ供給者

ラミナ供給者

温
熱

建築物省エネ法の該当有無

2.1　SAI GROUP HOLDINGS㈱



実証事業名：『CLT CELL UNIT』による CLT 建築の普及拡大事業 
建築主等、協議会運営者：SAI GROUP HOLDINGS 株式会社 
 
１．実証した建築物の概要 

用途 3層集合住宅（CLT CELL UNIT工法による汎用設計） 

建設地 佐賀県唐津市肥前町湯野浦 227-59 

構造・工法 構造種別：木造  構造形式：CLTパネル工法（CCU工法） 

階数 3 

高さ（ｍ） 10.68 軒高（ｍ） 9.52 

敷地面積（㎡）  建築面積（㎡） 308.5 

階別面積 

１階 240 

延べ面積（㎡） 708 ２階 234 

３階 234 

CLT 採用部位 壁、天井、（場合によっては、一部床） 

CLT 使用量（m3） 加工前製品量 115.7727 m3、加工後建築物使用量 104.7456 m3 

CLT を除く木材使用量（m3） 130.96 m3 

CLT の仕様 

（部位） （寸法 / ラミナ構成 / 強度区分 / 樹種） 

壁 120mm厚/5層 5プライ/JAS強度等級 S60-3-3/スギ 

床（場合による） （例：60mm厚/3層 3プライ/JAS強度等級 S60-3-3/スギ） 

天井パネル 60mm厚/3層 3プライ/JAS 強度等級 S60-3-3/スギ 

設計期間 
2023年 3月～2023年 10月(約 8ヶ月)個別 or一般評定取得、建築 

確認許可（概略計画予定） 

施工期間 2023年 11月～2024年 2月(3層アパート予定) 

CLT 躯体施工期間 予定工期：2023年 11月初旬（約 2週間：短工期実証予定） 

竣工（予定）年月日 2024年 3月(概略予定) 

 
２．実証事業の目的と設定した課題 

CLT 建築物をユニット化することで、工場生産による建築物の品質向上、施工省力化・工期短縮等に 
よるコストメリットが得られる。昨年度までにユニット構造体（CCU）を用いた新工法開発に取り組み、 
２層建てモデル棟の設計および建築を実施することで、本工法の可能性を実証した。 
今年度は低コスト化・安定供給に向けて製造企業と連携して、CCU の規格化・標準化を進めるとともに、 

将来的にオープン工法（オープンプロダクト）化を目指す CCU 工法の普及に向け、施工者・設計者の支援 
体制整備と、多層化や多用途化に対応可能なバリエーション／ラインアップの拡充を行い普及拡大に寄与 
することを目的とする。 
本事業で実証する CLT ユニットは、木質感のある構造躯体として汎用化することを目指し、加工や組立 

に特殊な技術や設備を要さないことを前提条件として開発を進めている。 
協議会では、下記の１～６を課題として取り組みを実施した。 

 
【課題設定】 
１. 製造者との連携による CCUの規格化・標準化、低コスト化検討。 

２. CCU 工法に取り組む施工者向けの支援ツールの整備。 

３.構造設計ルート３が求められる架構であるが、設計者の手間を削減できる簡易な構造設計手法の構築。 

４.多層化への対応に向けた三階建て以上の建築物が成立する CCUの開発と設計実証、性能試験。 

５.店舗等の用途拡大に向けた仕様追加検討。 

６.ユニット配置パターンの拡充検討。 

 
 
 
 
 



３．協議会構成員 
【協議会運営者】SAI GROUP HOLDINGS(株)：惠美須 健也、鈴木 成和、池田 浩二 

【協議会運営サポート】(株)ミヨシ産業：高野 肇之 

【CCU事業サポート】(株)滋賀原木：熊川 三興 

【建築主】SAI GROUP HOLDINGS(株): 惠美須 健也 

【設計】(株)SAI Design Architect：三池 剛士 

    （株）キャディスと風建築工房：田中 康裕、 Habitecture.LLC：野田 竜一郎 

【構造設計】(株)日本システム設計：三宅 辰哉、酒井 賢、櫻井 郁子、田中 信司、渡邉 拓史 

【施工】(株)采建築社：野村 直樹、魏 葦（製造技術） 

【CLT供給】銘建工業（株）：三嶋 幸三、嵯峨山 正治、高橋 正明、 

（株）鳥取 CLT：岩坂 将、井口 皓介 

【構造実験】（一財）建材試験センター 西日本試験所：早崎 洋一 

     （株）カナイグループ（開発試験センター）：中村 正芳（※外部協力） 

【助言指導】北九州市立大学：藤田 慎之輔 准教授 

【開発協力】YKK AP（株）：中島 啓介、城東テクノ(株)：溝口 陽一 

 
４．課題解決の方法と実施工程 
・製造企業との連携により、CLT 材料からの効率的な板取り、歩留り向上を検討すると共に、ロット・在庫・ 

生産管理等の検討を行った。 

・CCUのパーツ加工、組立、ユニット設置、躯体施工などを標準マニュアル化すると共に、CCU躯体に実際 

に触れながら取り扱い要領や施工要領などを学べるモックアップ体験施設の整備を行った。 

・構造設計ルート３が求められる壁幅の架構に対して、１台１台の CCU構造性能を予め規定して、１つの 

建築物の設計では、それらを足し合わせることで評価可能な簡易構造設計方法を構築すべく検討を進めた。 

次年度以降に、この設計法による一般評定の取得を目指す。 

・CCUの高耐力・高剛性化を目的として、構造解析等の机上検討、及び構造試験等により検討を行い、３階 

建て建築物の設計を行った。 

・店舗対応等にて求められる土間仕様の対応や設備配管の取り回しなどを考慮したユニット構成や CCU利 

用の躯体構造などの仕様検討を行い、具体化した。 

・CCUの離隔配置に加えて、ユニットの隣接配置も可能とするための構造検討を行った。 

 

＜協議会の開催＞ 

令和 4 年 8 月 26 日：第１回開催、概要計画と問題点洗い出し（8/30、生産・品質会議１） 

令和 4 年 9 月 29 日：第２回開催、実行計画と実施内容の確認 

         （9/30、生産・品質会議２） 

         （10/3、設計検討分科会①、 10/6、設計検討分科会➁） 

         （10/14、ラインアップ拡大、低コスト化検討会①） 

         （10/24、設計検討分科会③） 

         （10/31、生産・品質会議３） 

令和 4 年 11 月 4 日：第３回開催、試験計画と CCU 躯体トレーニングモデル施設計画 

（予定地変更の計画など） 

令和 4 年 11 月 18 日：第４回開催、ラインアップ拡大、低コスト化検討会➁（木質化等） 

         （11/22、３層施工実験に関する打合せ） 

         （11/17、11/28、要素実験対応（＠山口）（＠埼玉）） 

         （12/1、３層施工実験に関する打合せ、現場対応検討会） 

令和 4 年 12 月 22 日：第５回開催、全体進捗、３層建て実験実施計画、 

CCU 事業における生産運用対応構築について 

         （12/5、12/14、12/15、ラインアップ拡大、低コスト化検討会③）（木質化、改良対応など） 

         （12/15、生産・品質会議４） 

令和 5 年１月 27 日：第６回開催、実証事業の取り纏め検討など 

         （1/24、生産・品質会議５） 

令和 5 年 2 月   ：第７回開催、総括と次年度展開計画など 

         （※2/1～18：事業実施の成果まとめ／集約対応） 



＜設計＞ 

令和 4 年 8 月～10 月：基本設計、CCU 躯体構成の検討、３層建て設計検討・構造検討 

令和 4 年 9 月～10 月：要素実験計画・準備、３層施工実験計画・検討 

令和 4 年 11 月～令和 5 年 1 月：要素実験（CLT 部材、鉄鋼部材、締結構造部） 

令和 4 年 10 月～12 月：３層組立・施工実験計画・検討、準備 

令和 5 年 1 月：３層組立・施工実験 

令和 4 年 12 月～令和 5 年 2 月：３層建て設計、RC 造及び CLT パネル工法他の工法と比較検討 

 

＜施工＞ 

参考：次年度以降の実施計画 （今年度の事業対象外） 

（※次年度以降の建築実証については、別途検討・調整中） 

 

［設計］ 

令和 5 年 3 月～9 月：個別または一般評定の取得、及び建築確認許可（予定） 

［施工］ 

令和 5 年 10 月～令和 6 年 1 月：建設工事（予定） 

 

５．得られた実証データ等の詳細 
設定した課題において、下記の成果が得られた。 

（※各種実施・検討の参照資料は、添付資料一覧表から参照ください。） 

 

１． 製造者との連携による CCUの規格化・標準化、低コスト化検討。 

『CLT CELL UNIT』（＝CCUと略称）による CLT建築物の事業化および普及の為に、CLT製造・加工企業

と連携協力して、生産・品質会議を定例開催し、下記を実施した。 

✓ユニットのラインアップ規格の整理。 

✓計画管理生産に向けた製造管理・品質管理構築の為の CCU製造フロー整備。 

✓品質管理要領やチェックシートを含めたマニュアル整備。 

また、CCU躯体を低コスト化するための躯体構成の検討および要素開発を進め、配置パターン検討 

を行い、コストダウンの可能性を示した。あわせて構造設計・検討の簡素化を図るべく架構の自動設 

計システムの開発について検討を行った。 

 さらに、CCU 躯体モデルの展示・保管／トレーニング施設を立上げて、見て触ってやってみる施設と 

しての運用面での機能性確認も含めて、低コスト化 CCUの試作実験モデルによるトレーニング実験を 

実施検討・推進することで、その設備環境を整えている。 

 

２． CCU 工法に取り組む施工者向けの支援ツールの整備。 

CCU 事業化に際し、CCUのオープン工法（オープンプロダクト）化を推進する上で、CCUコミュニティ 

への参画者支援のために、下記を実施した。 

✓CCU工法を事業参画者（利用者、設計者、施工者など）に幅広く理解してもらい、活用できるように 

するための各種支援ツールの整備。 

✓CCUの規格・ラインアップ等の技術情報を共有利用可能とするためのデータベース化。 

✓CCU事業構築・運用開始の為の規格・事業・製品管理フローの運用システム化の検討。 

✓CCUコミュニティへの参画企業で、CCU躯体モデルによる概算計画シミュレーションを可能とするシ 

ステムツール構築の検討。 

今後、課題項目１．で実施した製造企業側と連携により、CCU個体毎の運用管理データベース構築に向 

けて、フィードバックと改善点の洗い出しを行い、洗練化を行っていく。 

 

３． 構造設計ルート３が求められる架構であるが、設計者の手間を削減できる簡易な構造設計手法の構築。 

耐震設計において建物全体の増分解析を実施することなく、安全性を確認できる簡易な方法を構築す 

るために、以下の検討を行った。 

✓CCUの１ユニットの性能の足し合わせにより、建物全体の安全性が確認できる設計法の検討。 

✓実証プラン（３層建て汎用設計）において成立することの検証。 

 



４． 多層化への対応に向けた三階建て以上の建築物が成立する CCUの開発と設計実証、性能試験。 

CCU を 3階建て以上の建築物に対応可能とするために、下記の検討を行った。 

✓加工や組立に特殊な技術や設備を要さない既往の CCU構成を踏まえた上で、3階建てに必要な構造 

性能を確保するためのユニットの高耐力・高剛性化の検討。 

✓汎用型 3階建て共同住宅の設計実証の実施。ここで、将来は 4階建て以上とすることを見据えて、 

耐火建築物の仕様として設計実施した。また、設備配管を考慮して、上下連層ユニット間に嵩上げ締 

結用パーツを追加。 

✓上記設計に必要な補強構造変更に対応する接合部・部材構成についての要素実験。 

✓要素実験の試験結果に基づくルート３による構造計算の実施。 

✓製造企業連携による、高耐力化した CCUを供試体とした 3層ユニット組立・施工実験。その際、将 

来的な耐火建築物要求条件も見越した各種検証を実施して、CCU工法による多層化の可能性を示し、今

後の課題を抽出した。 

✓高耐力 CCUを用いた 3層建てアパートの実証に関する概略検討。 

✓設計実証および上記施工実験の結果に基づく、高耐力 CCU工法と他工法とのコスト比較検討。 

 

５． 店舗等の用途拡大に向けた仕様追加検討。 

CCU 工法の用途を拡大して、ラインアップ拡張に繋げるべく、下記の検討を行った。 

✓倉庫や店舗で求められる土間対応の部材構成についての検討。 

✓老健施設を例とした比較的大空間が求められる場合の検討。 

✓宿泊施設を例とした大規模 2層建築物に対応する CCUモデルの検討。 

 

６．ユニット配置パターンの拡充検討。 

現在の CCUは同一方向・離隔配置を想定しているが、事業展開拡大の為には、異なる配置パターンに 

対するニーズが想定されるため、拡充の検討を行った。 

✓配置パターンのバリエーションについての意匠的検討。 

✓課題項目１．で準備したトレーニング施設を利用した低コスト化 CCUの配置パターン拡充に関する 

検証モデル実験を計画。 

✓隣接配置時のユニット間接合部材についての構造検討。課題項目４．の 3層ユニット組立・施工実 

験の計画にあたり、設備配管スペース確保用の嵩上げ締結用パーツを兼用する案を採用した。 

 
６．本実証により得られた成果 

CCU 工法による製造企業と連携した規格・標準化及びラインアップ拡張開発を進めて、CCU事業化によ 

る普及拡大を推進し、CLT建築のコスト低減実現の可能性を示した。 

さらに、CCUの高耐力化による多層化建築への展開可能性を示すと同時に、2層以下の建築物での更な 

る低コスト化 CCU 工法の実現が期待される。 

 

７．建築物の平面図・立面図・写真等 
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１．背景と実証事業の目的

事業の目的
「CLT CELL UNIT」（以後CCUと略称）とは、国産CLT材を日本古来の伝統技術である「蝶蟻」

（商標登録「チキロック」）で接合した木製箱型ユニットであり、従来のCLT締結用の規格金物部品
を使用せず、木質ユニット構成を実現するものである。このCCU（公称サイズ：幅2.3m×⾧さ4.6m、
高さ3m）を基本構成として、自由に組み合わせて建築可能とする新しい工法の構造体である。

既存の「CLTパネル工法」とは異なり、可能な限り金物部品をなくし、最小のCLT壁量として低コ
スト化を図り、「空間を持つ柱」／構造躯体として成立させたものでる。

このCCU構造躯体により、建築物をユニット化して、工場生産による品質向上、施工省力化・工期
短縮等によるコストメリットが得られる。

昨年度までにCCUを用いた新しい開発に取り組み、2階建てモデル棟（CCU_01モデル）の開発設
計及び建築実証を行って、本CCU工法の可能性を実証した。

今年度は、低コスト化・安定供給に向けて、製造企業と連携してCCUの規格化・標準化を進めると
ともに、CCU事業化構想としてオープンプロダクトとした。

オープン工法化を目指すCCU工法の普及拡大に向けて、施工者・設計者への支援体制整備と、多層
化や多用進化に対応可能なバリエーション拡大を行う。
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２．実証事業の設定課題

実証事業の設定課題
i. 製造企業との連携によるCCUの規格化・標準化・低コスト化の検討

ii. CCU工法に取り組む施工者向けの支援ツールの開発・整備

iii. 構造設計ルート３が求められる架構について、設計者の手間を削減できる簡易な構造設計手法の
開発

iv. CCU多層化対応に向けた3階建て以上の建築物が成立する高耐力CCU開発と設計実証及び性能実
験検証

v. 店舗等の用途拡大に向けた仕様追加検討・拡張開発

vi. ユニット配置パターンの拡充検討・開発
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３．事業実施体制

実施体制（協議会構成）
本事業実施のプロジェクト実施体制を以下に示す。

組織名 備考

協議会運営 SAI GROUP HOLDINGS（株） プロジェクトマネジメント

運営サポート （株）ミヨシ産業
（株）滋賀原木 代表取締役 熊川三興

（CCU事業サポート）

建築主 SAI GROUP HOLDINGS（株）

設計 （株）SAI DESIGN ARCHITECT 
（株）キャディスと風建築工房

Habitecture.LLC 法規対応

構造設計 （株）日本システム設計 ルート３評定開発

（株）DN-Archi ルート２開発

CLT供給 銘建工業（株）
（株）鳥取CLT

主として、高耐力CCU
主として、標準CCU

製造・加工 （株）ミヨシ産業
（株）采建築社
銘建工業（株）

施工 （株）采建築社
銘建工業（株）

構造実験 （一財）建材試験センター 西日本試験所

（株）カナイグループ 開発試験センター

助言指導 北九州市立大学 環境工学部（藤田准教授）

開発協力 YKK AP（株）
城東テクノ（株）
日本ゲッツナー（株）

4



４．CCUの規格化・標準化

CCUラインアップ
CCU事業において、製造企業と連携（アライアンス）協力をして、CCUラインアップの整理を行い、
規格化・標準化を進めた。添付I-3にCCU建設可能ラインアップ、添付I-4に2022年度配置限定一般評
定モデルを示す。

2020プラン評定（ルート３） 2層建てモデル CCU_01

平屋建てモデル HANAREGA（３タイプ）

2022配置限定一般評定（ルート３） Underシリーズ‘（全13タイプ）
（平屋建て/2層建て）

その他 ルート２ 平屋建てモデル Open Frame

ルート１ 平屋建てモデル（木造申請） 単Cell他

5

2022開発モデル 高耐力CCUモデル 多層化推進

低コスト化CCU（木質化）モデル 低層（2層以下）木質化推進



４．CCUの規格化・標準化
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添付I-3

添付I-3



４．CCUの規格化・標準化
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添付I-3

添付I-3



４．CCUの規格化・標準化
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添付I-4

添付I-4



４．CCUの規格化・標準化
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添付I-4

添付I-4



４．CCUの規格化・標準化
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添付I-4

添付I-4



４．CCUの規格化・標準化
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添付I-4

添付I-4



４．CCUの規格化・標準化

CCU製造・加工・検査工程フロー
CCUは10種類のパーツで構成されるため、製造は量産化を想定して、各パーツごとに製造管理、品質
管理が行われ、出荷単位ではCLTのロット管理に合わせてCCU単位で出荷管理されていくことが想定
される。

添付I-14にCCU製造・加工・検査工程フローを示す

添付I-14
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４．CCUの規格化・標準化

オープンプロダクトに向けた支援ツールの開発・整備
CCUをオープンプロダクトとして幅広く普及拡大展開を目指す中で、想定する事業構想から各地区の
BASE拠点でのCCU生産計画/在庫管理を行い、これをCCU事業全体で統括的に管理するシステムと
データベースを構築するべく、各支援ツールの開発・整備を推進中である。
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＜支援ツール開発＞

ソ
フ
ト
面

• CCU事業形態と仕組みの共有化
• CCU規格のラインアップと技術情報の共有

化
• CCU事業運用/製品管理フローシステム構

築
• CCUによる概算FS*プランシミュレーショ

ンシステム構築
• CCU実施事例に関する情報の共有化

*Feasibility Study

ハ
ー
ド
面

• CCU躯体モデル展示/トレーニング施設整
備（CCUの実技講習など）

ソフト面 / システム化の仕組み構築
• CCU事業形態と仕組みの共有化

CCU躯体モデル紹介と目指す事業形態や仕組みについての情報共有とCCUコミュニティ拡大に向
けて、オープンプロダクトとしてオープン工法化のために、広く共有するコミュニティサイトの
構築を目指す。

• CCU規格ラインアップと技術情報共有化

CCUラインアップとCCUに関する技術情報をCCUコミュニティで共有活用・利用可能として、多
方面へのオープンイノベーションを促進するべくCCUプラットフォーム化を推進し、広く活用可
能とする。

• CCU事業運用 / 製品管理フローシステム構築

CCUコミュニティ拡大/普及拡大とともにCCU規格ラインアップを同様な管理体系のもと、多くの
企業間で連携運用を可能として、CCU単位での製造・品質・出荷・用途利用などの運用管理を可
能として、循環資材としての管理可能性の実現を目指す。

• CCUによる概算FSプランシミュレーションシステム構築

CCUコミュニティに集うCCU利用者が、簡易にCCU活用の概算計画シミュレーションが可能とな
るシステムを構築する。

• CCU実施事例に関する情報の共有化

CCU利用の建築物/非建築物の具体的な実施事例をコミュニティ内で活用可能としてCCU商品に関
してもライセンス/ロイヤリティ等の管理システムの元、相互利用ができる仕組みとして、これら
の情報についても更新情報含めて共有化する仕組みを構築していく。



４．CCUの規格化・標準化

ハード面/CCU躯体モデル展示/トレーニング施設
CCU事業の規格・標準化を推進して、低コスト化につなげるべく、CCU躯体モデルに対するトレーニ
ング支援施設（CCUの実技講習など）の整備を進めて、ここでのトレーニング実験モデル棟の検討・
計画を進めた。

CCU事業の普及拡大のためにも、CCU工法におけるユニットを実際に組立・施工や連結など、各種実
技講習トレーニングを可能とするものである。
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ユニット台車

添付I-23 ＣＣＵ躯体モデル展示・保管／トレーニング支援施設



５．低コスト化CCU開発

CCU開発の方向性
2020年度のCLT実証事業プロジェクトにて実施した2020プラン評定型の2階建てモデル（CCU_01）
での設計実証/建築実証（自社内実施）の結果から、CCU開発と工法開発において、それぞれ大きく
２つの方向性が示された。

15

＜開発ステップと方向性＞ ＜CCUの使い方・組み合わせ方＞

CCU開発 低コスト化CCU

高耐力CCU

低層/木質化CCU

中・高層化CCU

＜CCU工法の２つの方向性について＞



５．低コスト化CCU開発

CCU工法の低コスト化
低層向け（主として2層以下）の範囲でのＣＣＵ工法のさらなる低コスト化開発において、下記の

項目を推進した。

添付I-9 低コスト化CCUユニット検討計画図 及び 添付I-10 低コスト化CCUの配置運用範囲の検討

計画を示す。

1) 鉄骨使用量の軽減（※ALL木質化を目指す）
• 鉄骨架台の使用量減少

• 鉄骨梁の木梁化
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添付I-9



５．低コスト化CCU開発
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添付I-9

添付I-9



５．低コスト化CCU開発
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添付I-10



５．低コスト化CCU開発

2) CCU躯体構造設計システム
自動化/一次検討（簡易化）

CCU事業の立ち上げにおける市場投入のための起動力向上と構造検討（設計）の効率化の観点及び
CCU開発と併行してCCU適用・拡張性の維持・向上のための柔軟性向上対応の面から、現状の開発ス
テージにおけるルート２設計対応ベースでの構造設計のシステム化開発を進め、プロトタイプ開発を
行った。
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５．低コスト化CCU開発

低コスト化CCUコスト比較検討
前述の各種検討に基づき、低コスト化CCUによるトレーニングも兼ねた実験モデル棟の実施計画を

推進中である。これを想定して、低コスト化CCU工法による2階建て住宅を想定したときの、他工法

とのコスト比較評価の検討を行った。

CCU工法の低コスト化開発びおいては、木質化を進めることで構造躯体のコスト低減効果から、在

来木造にせまるコストレベルが期待され、現場の施工性向上、工期短縮の効果から、更なるコスト低

減が見込まれる。

20

添付I-24



６．高耐力CCUの開発

高耐力CCU開発
CCU開発における２つの方向性に対して、CCU工法による多層化（3層以上）を目指した高耐力CCU

開発を推進するべく、下記項目を実施した。

1)高耐力CCUユニット開発
• 蝶蟻（チキロック）型（R8、R25）

• メタルプレート型（金物接合型）

要素実験を踏まえて、CCUタイプのラインアップを拡張して、高強度化するべく、試作・検討を行っ

た。
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添付Ⅳ-0

基本仕様 土間仕様



６．高耐力CCUの開発
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添付委Ⅳ-23（写真２）

添付委Ⅳ-23（写真２）



６．高耐力CCUの開発

2)高耐力CCUによる3層共同住宅/汎用設計・実証
• 意匠設計

• 構造設計

• 耐火建築物・準耐火建築物・その他の検討

【実証概要】

本設計実証では、将来の4階層を見据え、厚さ120mmの5層５プライのCLTを使用した高耐力CCU

を開発し、汎用型3階建て共同住宅を耐火建築物の仕様とした。意匠については、強化石膏ボード

二重貼りの耐火被覆を施すことで、4階建て以上の建築も可能としている。

また、ユニットを組み合わせた汎用型の共同住宅として、計画では１戸に３ユニット使用した50㎡

程度の室を提供する。

今計画では、ロビー、エレベーター、階段室などの共用部を建物中央に在来工法にて配置し、両側

に３ユニットで構成された室を２戸ずつ配置している。

汎用型の共同住宅であるので、中央部にコアを配置することで、実証では、２戸ずつの対称となっ

ているが、例えば、左右に４戸、２戸などのバリエーションが可能となる計画としている。

構造設計・検討では、３階建てに必要な構造性能を確保するために、2021年開発済みの２階建て

（CCU=01）モデル仕様から高強度化を行っている。

変更点を以下に挙げる。

• CLTパネル ： 厚さ 90mm S60-3-3 → 厚さ 120mm S60-5-5

• 鉄骨架台 ： H-100×100×6×8 → H-125×125×6.5×9

• CLT壁パネル脚部・頭部接合部に用いる鋼板挿入ドリフトピン接合の本数を増加

• アンカーボルト ： M20（ABR490） → M22（ABR490）

• 上下ユニット間 接合ボルト ：1-M22（強度区分6.4以上） → 2-M24（強化区分6.4以上）

また、耐火被覆により建物重量の増加が見込まれること及びコスト面から床組みをCLT床版から在

来軸組み床に変更し、軽量化を図った。

その他、キャンチバルコニー対応・設備配管などのスペース確保・現場でのCCU設置の施工性向上を

目的として、上下ユニット間の接合部材（H-125×125×6.5×9）を新設し、躯体に組み込んだ。

構造設計方法としては、複雑な計算となりがちなルート３設計において、ユニット単体の構造性能

の足し合わせにより、建物全体の構造安全性が確認できる簡易な構造設計方法を構築し検証した。

１Cellあたりの支持可能な床面積を割り出すことで、基本設計時の設計簡易性を求めた。

今回は、１Cellあたり25㎡程度の支持可能床面積を設定した。鉄筋コンクリート造に比べて、一部工

種がプレビルドも可能となるCCUの工法では、工期短縮と共にカーボンニュートラルな社会に対して、

貢献可能な工法であると考える。
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６．高耐力CCUの開発
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3) 3階建てモデルプランの構造設計
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６．高耐力CCUの開発

4) 構造検討
要素実験検証

高耐力CCUの構造強度構成要素について、要素実験を実施して構造検討を行った。

• 蝶蟻（チキロック）型（R8、R25）

• メタルプレート型（金物接合型）

• 柱壁の柱脚部構造（鋼板挿入プレート＋ドリフトピン）

• 上下ユニット連結拡張パーツ構造（設備配管スペース確保用嵩上げパーツ）

48

添付Ⅳ-00 高耐力CCU～接合部要素実験 実施計画概要



６．高耐力CCUの開発

5) 高耐力CCUによる３層組立・施工実験検証
３層組立・施工実験

４層以上で要求される耐火建築物での条件も考慮の上、各検証項目に対する確認を行い、CCUの高耐

力化／高強度化による多層化建築物への適用可能性を示し、今後の課題抽出を行った。

また、RC造や既存のCLTパネル工法に対し、比較検討を行って、CCU工法による特徴とその優位性

を示した。
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添付Ⅳ-3 高耐力CCU ３層組立・施工実験の計画と検証項目の概要

添付Ⅳ-22（写真１）
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6) 高耐力CCUによる3層建物のコスト比較検討
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７．3階建てモデルプランによる簡易設計法の検討
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７．3階建てモデルプランによる簡易設計法の検討
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７．3階建てモデルプランによる簡易設計法の検討
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８．CCUの用途拡大とラインアップ拡張開発

CCU工法による用途拡大とラインアップの拡張
CCU工法による普及拡大のために、ラインアップ拡張して用途拡大を図るべく下記検討を行った。

1) 倉庫や店舗で求められる土間対応の構造と部材構成についての検討

2) 老建施設を例とした比較的大空間が求められる場合のCCUによる構成検討

3) 宿泊施設を例とした大規模2層建築物に対応するCCUモデルの検討

現CCUでは、同一方向、離隔配置が基本となっているが、更なる普及拡大／事業拡大のためには、

適用性向上が必要と考えられ、異なる配置パターンに対応するニーズも想定されることから、拡充

の検討を行った。

a. 配置パターンバリエーション検討

b. トレーニング支援施設を利用した低コストCCU配置パターン拡充に関する検証モデル実験

の実施計画・検討

a. 隣接配置時のユニット間接合部材の構造検討

b. 設備配管スペース確保用の嵩上げ締結用パーツ構造の具体化
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８．CCUの用途拡大とラインアップ拡張開発
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９．まとめ

本実証事業において、CCU工法によるCCUコミュニティ立ち上げと共に、事業拡大／普及拡大を目指

して製造企業（（株）ミヨシ産業、（株）鳥取CLT、銘建工業（株）））と連携し、CCU規格化・標準

化と共に、ラインアップ拡張開発を推進した。

そして、CLT建築のCCU工法によるコスト低減実現の可能性を示した。

さらに、CCUの高耐力化による多層化建築への適用可能性を示すと同時に、２層以下の建築物での

更なる低コスト化CCU工法の実現に向けて開発推進し、CCU事業の普及拡大を目指す。
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